
R7.5.14 校長講話「誰もが幸せを感じることができる TEAM飯綱②」 
 
今日は、みなさんと「みんなのしあわせ」について考えてみたいと思います。 

これからみなさんに写真を見てもらいます。 

これは、3年生の修学旅行での写真です。皆さんは、この写真を見て
どんなことを感じましたか？ 
これらの写真を見て3年生がどんなことを考えていたか想像してみてく
ださい。 
 
修学旅行の出発の式では、統率係長から「公共性のある行動をしま

しょう」と呼びかけがありました。 
 
公共性とは、ひとり一人の権利や自由を守る上で重要な考え方です。みんなが幸せを感じるた

めに必要な考え方ですね。 

これは1年生の妙高宿泊学習の時の写真です。 
この写真を撮る前にはこんな場面がありました。 
 
宿泊学習の目標には、仲間との関係を深め「社会
性」を学びひとり一人が責任感をもとうと書かれ
ていました。 
 

社会性とは 社会の一員として他者と協力し、良好な人間関係を築きながら生きていくために

必要な能力です。 

 
私は、この2つの行事に参加して、飯綱中学校の皆さんの「マナー」が素晴らしいと感じま

した。さて「マナー」は、どんなものでしょう？ 
調べてみると、友だちなど、自分以外の誰かと共通の空間を過ごす中で、お互いが心地よく過
ごせるように、相手を思いやる気持ちから生まれる行動や心得のことだそうです。 
 
それでは、皆さんに「マナー」について考えてもらいます。 

「あなたは、クラスの仲間と修学旅行でバスに乗っています。長時間の
バス移動で疲れてきました。あなたは、座席を倒しますか？」 

 
「座席を倒さない」と答えた人は手を挙げてください。（理由には「座
席の倒し方がわからない」「後ろの人に迷惑をかけたくない」の意見が
ありました） 
 
次に「自分の前の座席に座っている人が何も言わずに座席を倒してき

ました。あなたはどう感じますか？」 
 
先ほど話した人と話をしてみてください。（「何も言わずに倒されたら

不快に感じると思う」の意見がありました） 
 
「座席を倒すこと」は、悪いことではありません。しかし、相手との関係を壊さないためには、
相手を不快にさせないようにする行動をとることが大切です。この場合は、マナーというよりも
エチケットというかもしれません。 
 
マナーやエチケットは、相手を思いやる気持ちから生まれるもので

す。相手のことを思い最善だと思う行動を選ぶことが大切です。「選
ぶ」という表現をしたのは、相手によって不快に思うことや幸せに感じ
ることが違うからです。どの対応が良いのかを選ぶためには最低限のマ
ナーを身につけておく必要があります。 
 
ぜひ、各クラスで「お互いが幸せを感じることができる」ためのマナーについて考えてみてく

ださい。きっとみんなならできるはずです。 

ひとり一人が、相手を思いやる気持ち（リスペクト）をもって行動し、誰もが幸せを感じるこ
とができる TEAM飯綱を作っていきましょう。 

  

                

      
           

  
        


